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いるという事情がある、から避けた。それを第3巻までに限ったのも時間の制   













と Teubner版をそ九ぞれ使った。  
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だ厄介なことになるし、それに「何行に1個」の方が概念的につかみ易いだろ   
ブキジデスにおける分詞構文の用法  
衷1  
＊ 以下の表でほ作家名をこの略号で表す。Hdt＝ヘロドトス．Th＝ツキ  
ジデス，Ⅹ＝グセノボン，Po＝ポリュビオス．Pl＝プルタルコス。なお  
Tゐg郁＝「テミストクレス伝」．A舶＝」アン∵トニウス伝」  
叫 bb阪を使用したので，この阪の1行の平均語数とOrrのツキジデ  
スの1行の平均語数を対比し，L恍b版の実際の行数（3，717）から割出  
Lたもの  




の中で、分詞構文を形成しているC分詞が占めている割合である。   
この蓑から伺えることは次の2点である。第一は、文中に分詞を用いる頻度  
は時代が下るにつれて高まったということ、第二ほ、それにもかかわらず分詞  
構文（C分詞）が分詞全体の中で占める比率は（ポリエビオスを顧薯な例外と   































る。分詞が前に来ている時はその順序で考えを進めたのであり、分詞が後に   
ツキジデスにおける分詞構文の用法  
表・2  
Cp血【  CpフM  
対C匹  
百分比  
4白260．3「 31739．7 60］12．4  32110．1  
??????????????． ． ?．???】???
?????????





??????????????????????????? ????????】 】 ?????．? ? ?? ?????????? ?】
計 5ア0巨 68．自l 259l31．2」 45l7．9 38】14．7  
Po  －†800i74▲6  27225＿4】 69 8．61 2911（）．7  
r鳥ぞ椚】270  
血亡J672  
















のポリエビオスでは75兜iも、分詞構文が定動詞に先立っている。ところが、   
柳 沼 重 刷  
Cpr，Cp〕それぞれの中で、動機を表す分詞構文を形成している分詞（これを表  
2ではCprM，C匹Mという記号で示してある）がどれぐらい含まれているか  







こ九らの作家ではGenitiveAbsol11te 旺よって動棟を表している例が僅かず  
つある。それを計算に入れるとこの頻度勤王次のょうになる  
Hdt：十3－■25．9  Ⅹ：十4・→26．1  

















言い換えれば、走動詞前も後もおしなべて、 およそ動機を表す分詞構文なるも  
















詞構文と比べるなら、定動詞より卸こ置かれる機会がかなり多い、ということ   































ビオスという人ほ分詞を使う時ほむやみと使い、その代り箇所によってはほと   

































れている。こういうこと、それから動親までも書いているということ、そうい   































に匹，匹の用法別に一覧表忙してみる（表4）。   







表 4  
【「・＝・と患って」  
y叩j∈〟y   























Ⅲ r＝‥を見て」   
「・‥・を聞いて」  
??〜?
鯨叫即  叩yβαy叫‘γOF¢片0机丁αぎ  







0    2  0  0   
柳 沼 重 剛  14  
l「＝＝を恐れて」   
「‥‥と恐れて」  
甲。β。叫押。ど  











8  ヱ  
1l l  
2 1 4  畠  
†「・・‥したいと思って」  
β。山毎押○ど抽入山y l加持山γ  





















ループ¢占p品yもやはりCprとして用いられる方が多かったと言えそうだし、   




























に現れる場合、少ないとは40行に1回以下しか現れない場合と決めておく。   
まず多い方は、Ⅰ56－66：ポチイダイアをめく“る紛争。ⅠIl－6：プラタイアを  
めぐって。lV66－74：メガラの攻防戦。78－B8：ブラシダスのトラキアでの活  
躍。120－152：カルキディケをめぐりて。Vl－12：クレオソ対ブラシダス。13－   






























には行かない。   
そこでまずV13－24のニキアスの平和が成立したいきさつを観察してみる。  
ただしこのうち18－19と2計出は条約文の引用だから除いて、残りの13－17と  
幻づ2を対象とする。計137行になる。－アムビポリスへ向うスパルタの救援   
































CpM）であり、プレイトアナクスの方は、自分の復権のことでスパルタ人か   
1き  柳 沼 垂 剛  
ら誹誘さ九（古把βα諒占押印0ぢ，C卵M）、何かにつけて、非合法に復位などする  



























うになる。   
ツキジデスにおける分詞構文の用法  
一甥舶ふγ∂占αみ占冒Kα丁品丁毎叫〃打ふ叩んβ拙…占丁占鮎′  Cpr  †． ′′1  
19  
一品耶入0γ甲叩印。ぢ丁∈己盲丁句γ血尺モ払J岬叫   
Cp⊃M   
L市川叩γ叩卿yO；m甲＝占γ，加γ占叩 1  
」  占TLO竜〝呈耶臓TO，  
一尺αよ軸αβ恥入占匹印0ぢ亡指ん射  
†  CpoM   ∈‘苫丁川打抑叩丁句∈g雪句占押入叩J叫  
一言耶胡り軸亡〝α丁∈一句仲ん○咋  
S11PPIpt  
→α町呵匹主γ汀鼠＆γ     l ＼   
訂叩打ん丁山γ丁品yノ如亡占α岬仙γ                                  J  
GenAbs  
相iKモ入蝕んTt仰  
1 「ヤき：折二世冊iTふ赫酢汀岬呂0石叫  
10  
亡ヱ∂主匹瓦 占訂占抑∬do打Om叩♂上山γ苫γ∈肌γ三吉叩叩亡訂γ，  GenAb  




のの、と忙かく本国の意向を打診してみよう とはるばるスパルタへ釆たが、  
到底交渉の余地はないと知って急遽引返Lた、という一節である。主節は上の  





骨組である。まず上からの二つとは、甘入βんに始まる分詞構文（「急いで使節   

































この間に両陣営から演説が何度か応酬されているのを割愛すると、全部で97   






























l 力を実際より多いと思ったので〔川岬ααけfぢ，C匹M）一旦はテバイ軍に対して  
平静を保ったが、やがてテバイ軍の兵力がそう大したものでないを知り、攻め  
れは容易にやっつけることができると葦皇阜（この「知りJ「考えた」のほ共に  
定動詞で、parataCticに並んでいる）。そこで反撃することに決めて…というこ   


















よぴほぼ草葉と認定できることは次の通りである。   












依存する度合が、ヘロドトスとツキジデスではかなり高く、後代になるほどこ   
































を採った動機には一言も触れることなく、と言うより、この具体的説明を見れ   
24  柳 沼 墓 剛  
ばもはや動機などいちいち書くまでもなく、読者にはちやんと分る。動機を  
語っていることを指示するものが全くない（ついでながら動機を表す分詞構文  























と実質的忙闇同じだろうという意味ヤ。   











てそれから必要なら従属節を書く、こうすると文章が分り易くなります、などと香   































（14）ここの ト‥し、…・し、・…する」というのは、この数だけGen．Abs．が使われ  
ていることを表している。上記鞋（10）参照。  












したのか）といぅ問鹿につながろ。   




虻歯切れの悪さの現れだと筆者は思っている。   
